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長期化するコロナ禍における大学生の生活と意識に関する調査

はじめに

　本研究は授業実践の中で得られたデータをまとめたものである。
　調査 1 は，演習型授業「ケースメソッドⅡ」で受講生とともに作成した web アンケート調
査の結果である。調査 2 は，公認心理師養成の指定科目「心理的アセスメント」において「調
査面接法」を扱う際，例年は半構造化面接を用いた簡単な対面によるワーク導入により知識定
着を図るが，感染予防対策として発話を控える必要が生じたため web アンケートによる記述
形式で代替したデータのまとめである。コロナ禍における本学の学生の実態に関する分析結果
は記録としても価値があると考え，ここに報告する。

Ⅰ．調査 1

₁．問題と目的
　（1） コロナ禍の長期化と大学生の幸福度
　新型コロナウィルスの感染拡大により人々の生活は大きく変わり，大学生の生活も一変した。
北条・戸城・遠山・中里・古川・城越・下村・森脇・石原（2020）によると，コロナ禍におい
ても大学生の主観的幸福度に大きな変化は見られなかった。しかし，新型コロナウィルス感染
による生活への影響が長引く中，ウィルスとの共存・共生を意味する「With コロナ」という
語も生まれ，我慢しなければならないことが多いのが現実である。コロナ禍が長期化している
ことで，本学の学生の主観的幸福度は影響を受けているのであろうか。本研究ではまず，北条・
戸城ら（2020）の追試研究として，長期化するコロナ禍における大学生の主観的幸福度と生活
環境の変化について調査することを第一の目的とする。
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　（2） コロナ禍での外出や旅行に対する大学生の意識の変化
　2021 年 1 月より 1 都 3 県（のちに 7 府県を追加）に二度目の緊急事態宣言が発令された時期に，
旅行・レジャー予約サイト「KLOOK」を運営する Klook Travel Technology 合同会社が卒業
予定の大学生 110 名を対象に行った調査によると，2021 年 2 月から 3 月に卒業旅行に行かな
い学生は 60.9%，2021 年 4 月前の卒業旅行を諦める学生が 49.0%であった。また，同会社が 20
代から 60 代 109 名を対象に 2021 年 3 月に行った調査によると，コロナ禍の長期化や緊急事態
宣言によりストレスの増加を感じる人は 68.8%にのぼり，コロナ禍 2 年目において前年と比べ
て旅行やレジャーに行きたい気持ちが高まった人は 79.8%にのぼった。
　JCB 広報室（2020）が 2021 年 3 月に 18 歳から 69 歳までを対象とした調査によると，直近
の旅行を SNS に投稿した人が配慮したこととして，「同行者について個人が特定されないよう
にした（26.5%）」，「位置情報を紐づけないようにした（23.3％）」，「旅行に行った時期が具体
的にわかるような内容を避けた（19.4%）」が多く，前年度と比較して「旅行に行った時期が具
体的にわかるような内容を避けた（20.7%）」が 4.2 ポイント，「旅行先が具体的にわかる内容
を避けた（17.1%）」が 1.3 ポイント高く，旅行やそれらを周囲へ公表することに配慮を要する
時期であった。
　本学の学生のコロナ禍での外出自粛に対する意識は 2020 年度と 2021 年度で変化したであろ
うか。その意識の変化について調査することを本研究の第二の目的とする。

　（3） 大学生の性格特性およびレジリエンスと，コロナ禍における変化との関連
　実生活やニュースから，コロナ禍に対する捉え方は個人差があることを実感する。
　性格特性を 5 つの基本的次元によって説明しようとする 5 因子モデルは 1990 年代以降多く
の領域で採用され，Big Five 尺度（和田，1996）を用いた対人ストレスコーピングとの関連
を検討した加藤（2001）によると，情緒不安定性が高いほどネガティブストレスコーピングを，
外向性，開放性，調和性が高いほどポジティブストレスコーピングを使用する傾向にある。本
研究では Big Five 尺度短縮版を用いて，性格特性の違いによるコロナ禍での幸福度や，生活
環境の変化の捉え方について検討することを第三の目的とする。
　また，ストレスフルな経験に対して精神的に健康な状態や適応的な行動を維持する個人の傾
向の違いを説明する概念にレジリエンスがある。日本では小塩・中谷・金子（2002）が精神的
回復力尺度を作成し，ライフイベント上の外傷体験や天災，人災からの回復から日常生活のネ
ガティブイベントへの適応過程に至るまで幅広く研究が進められている。本研究では，大学生
の日常ネガティブライフイベントからの回復力を測定することを目的に武田・山本（2013）に
よって作成されたレジリエンス尺度を用いて，レジリエンスの違いによるコロナ禍での幸福度
や，生活環境の変化の捉え方について検討することを第四の目的とする。

₂．方法　
　（1） 調査対象者：椙山女学園大学人間関係学部に在籍する 2 ～ 4 年生 92 名（平均年齢 20.58 歳，

SD=2.88）
　（2） 調査時期：2021 年 6 月（愛知県は緊急事態宣言が延長され本学の演習授業は対面で行

われ，講義講義科目は遠隔授業が行われた期間であった）
　（3） 調査手順：Google Forms を用いた Web アンケートの URL を筆者の担当する講義科目

の Google Classroom で配信またはケースメソッドⅡの受講生がメールで個別に配信した。
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　（4） 調査内容：年齢，学年のチェックを求めたうえで，以下の設問に回答を求めた。
　　①幸福度および新型コロナによる生活環境の変化に関する項目：北条・戸城ら（2020）を

もとに以下の項目について回答を求めた。ⅰ）現在の幸福度：幸福度を考えるとき，1
から 10 のスケールをイメージしてもらい，スケールの最小値は自身にとってありうる
最低の人生（不幸）を，最大値 10 はありうる最高の人生（幸福）を表し，このスケー
ル上で現在の自分はどこかをたずねた。ⅱ）生活環境の変化：新型コロナによる生活環
境の変化について，北条・戸城ら（2020）より「幸福度の変化」「趣味に充てる時間の
変化」「勉強の効率の変化」「授業以外での人と接する機会の変化」「仕送り，小遣いの
変化」「睡眠時間の変化」を抜粋し，回答を求めた。

　　②外出自粛についての意識に関する項目：外出自粛を要する 4 項目および SNS 投稿に関
する 1 項目（「県をまたぐ移動」「映画館に行くこと」「カラオケに行くこと」「外食す
ること」「『県をまたぐ移動』『映画館に行くこと』『カラオケに行くこと』『外食』に関
して SNS に投稿する行動」 ）について，“一年前の 2020 年 6 月頃”と“2021 年 6 月頃”
の抵抗感を“抵抗があった”から“抵抗がなかった”の 5 件法で回答を求めた。

　　③ Big Five 尺度短縮版（並川・谷・脇田・熊谷・中根・野口，2012）：「外向性（5 項目）」
「誠実性（7 項目）」「情緒不安定性（5 項目）」「開放性（6 項目）」「調和性（6 項目）」の
計 29 項目からなる。7 件法。

　　④大学生版レジリエンス尺度（竹田・山本，2013）：「思考・感情・行動の整理（16 項目）」「思
考・感情の切り替え（10 項目）」「ソーシャル・サポートの希求（6 項目）」「行動の切り
替え（5 項目）」の 4 つの下位尺度，計 37 項目のうち調査協力者の負担軽減を目的に各
下位尺度につき因子負荷量の上位 4 項目計 16 項目を用いた。5 件法。

　（5） 倫理的配慮：調査内容・目的の説明とともに，授業内で配信する場合には成績とは関係
ないこと，回答しない場合も不利益は生じず自由意志に委ねられていること，匿名で実施
され個人が特定されることはないことを説明した。データは厳重に管理し，当該授業（ケー
スメソッドⅡ）および研究以外の目的で使用されることはないことを明記し，同意の得ら
れた調査協力者に対して調査を実施した。

₃．結果および考察
　（1） 先行研究と比較した現在の主観的幸福度
　10 段階でたずねた大学生の主観的幸福度の平均値は 6.24（SD 2.07），中央値は 6.50，最頻値
は 7 であった。北条・戸城ら（2020）での値（平均値 6.33 SD2.31，中央値 7，最頻値 7）と比
較すると，中央値はやや下回ったが，大きな差は見られなかった。

　（2） 生活環境の変化に関する分析
　生活環境の変化をたずねた結果と，本研究からほぼ 1 年前の 2020 年 7 月に実施された北条・
戸城ら（2020）との比較は次の通りであった。
　　①幸福度の変化：「以前の方が幸せに思う」が 38 名（41%），「変わらない」が 32 名（35%），

「今の方が幸せに思う」が 22 名（24%）であった。北条・戸城他（2020）（「以前の方が
幸せに思う」62%，「今の方が幸せに思う」12%）と比較すると，現在を幸せと回答し
た人の割合が高かった。

　　②趣味に充てる時間の変化：「増えた」が 55 名（60%），「変わらない」が 19 名（21%），「減っ
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た」が 18 名（20%）であった。北条・戸城他（2020）（「増えた」43%，「減った」24%）
と比較すると，「増えた」 と回答した人の割合が高かった。

　　③勉強の効率の変化：「悪くなった」が 27 名（29%），「どちらともいえない」が 50 名 （54%），
「良くなった」が 15 名（16%）であった。北条・戸城他（2020）（「悪くなった」49%，「良
くなった」8%）と比較すると，「良くなった」 と回答した人の割合が高かった。

　　④授業以外での人と接触する機会の変化：「とても減った」が 43 名（47%），「少し減った」
が 37 名（40%），「変わらない」が 7 名（8%），「少し増えた」が 2 名（2%），「とても増
えた」が 3 名（3%）であった。北条・戸城ら（2020）（「とても減った」69%，「少し減っ
た」23%）と比較すると，「とても減った」と回答した人の割合はやや低いものの，「と
ても減った」「減った」と回答した人を併せた割合はほぼ変わらなかった。

　　⑤仕送り，お小遣いの変化：「減った」が 10 名（11%），「変わらない」が 72 名（78%），「増
えた」が 10 名（11%）であり，北条・戸城ら（2020）とほぼ変わらなかった。

　　⑥睡眠時間の変化：「長くなった」が 50 名（54%），「変わらない」が 24 名（26%），「短くなっ
た」が 18 名（20%）であった。北条・戸城ら（2020）（「長くなった」49%，「変わらない」
40%，「短くなった」11%）と比較すると，「変わらない」 と回答した人の割合が低かった。

　（3） 主観的幸福度と，生活環境の変化の関連
　　①現在の幸福度と，生活環境の変化の関連
　「現在の幸福度」について，「生活環境の変化」の各変数との間の相関係数を算出した（表
1-1）。「現在の幸福度」と「幸福度の変化」との間に中程度の正の相関（r=.58，p<.01），「現在
の幸福度」と「趣味に充てる時間」との間に弱い正の相関（r=.21，p<.05）がみられ，「現在
の幸福度」が高いほど「今の方が幸せに思う」と感じており，「現在の幸福度」が高いほど「趣
味に充てる時間」が増えたことが分かった。

　　②幸福度の変化と，生活環境の変化の関連
　「生活環境の変化」の変数のうち「幸福度の変化」は，以前と比べた主観的幸福度の変化を
みており，「現在の幸福度」とは異なり時系列で捉えた幸福度である。この「幸福度の変化」と，「生
活環境の変化」のそれ以外の変数との間の相関係数を算出した（表 1-2）。その結果，3 つの変
数（「趣味に充てる時間」（r=.35，p<.01），「勉強の効率の変化」（r=.21，p<.05），「授業以外で
の人と接触する機会の変化」（r=.22，p<.05）との間に弱い正の相関がみられた。「今の方が幸
せに思う」と感じるほど，「趣味に充てる時間」が増え，「勉強の効率」が良くなり，「授業以
外での人と接触する機会」が増えたことが分かった。

表 1-1．現在の幸福度と生活環境の変化の間の相関係数
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　　③外出自粛に関する意識の変化に関する分析
　外出と外出行動の SNS への投稿に関する 5 項目について，“一年前の 2020 年 6 月頃”と“2021
年 6 月頃”における抵抗感の平均値を算出し，t 検定を行った（表 2）。その結果，全ての項目
において 2020 年 6 月の方が有意に抵抗感が高く，項目別にみると「映画館に行くこと」は t
値が大きく，前年度に比して抵抗感がより下がり，逆に「カラオケに行くこと」は t 値が小さ
く，前年度に比して抵抗感の下がり方が緩やかであることが分かった。

　　④性格特性と，幸福度および生活環境の変化の関連についての分析
　　ⅰ）Big Five 尺度短縮版の基礎統計量の算出と信頼性分析
　Big Five 尺度短縮版（並川・谷ら，2012）の下位尺度について記述統計量と信頼性係数を
算出した。「外向性」（M4.30 SD=1.33 α =.88），「誠実性」（M 3.67 SD=1.11 α =.83），「情緒
不安定性」（M 5.34 SD=1.10 α =.84），「開放性」（M 3.73 SD=.99 α =.77），「調和性」（M 4.41 
SD=.98 α =.82）のであり，いずれの下位尺度も信頼性があると判断した。

　　ⅱ）性格特性と主観的幸福度との関連
　Big Five 尺度短縮版の各変数について，「現在の幸福度」との間の相関係数を算出した。「情
緒不安定性」因子と「現在の幸福度」との間に弱い負の相関（r=.29，p<.01）がみられ，「情
緒不安定性」が高いほど「現在の幸福度」が低いことが分かった（表 3-1）。

　続いて Big Five 尺度短縮版の各変数と，時系列で捉えた「幸福度の変化」との間の相関係
数を算出した。「開放性」因子と「現在の幸福度」との間に弱い正の相関（r=.29，p<.01）が
みられ，「開放性」が高いほど「今の方が幸せに思う」と感じることが分かった（表 3-2）。

表 1-2．幸福度の変化と，その他の生活環境の変化の間の相関係数

表 2．外出に対する意識の変化の平均値・標準偏差およびｔ値

表 3-1．Big Five 短縮版の各因子と「現在の幸福度」の間の相関係数
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　　ⅲ）性格特性と「生活環境の変化」との関連
　Big Five 尺度短縮版の各変数について，「生活環境の変化」のうち「幸福度の変化」以外の
変数との間の相関係数を算出した（表 3-3）。「授業以外での人と接触する機会の変化」と，「外
向性」（r=.23，p<.05）および「開放性」（r=.35，p<.01）との間に弱い正の相関，「誠実性」

（r=-.23，p<.05）との間に弱い負の相関がみられ，外向的あるいは開放的なほど，授業以外で
人と接触する機会が増え，逆に誠実なほどその機会が減ったことが分かった。また，「誠実性」
と「仕送り，お小遣いの変化」に弱い正の相関（r=.23，p<.05）があり，誠実なほど仕送りや
お小遣いが増えたことが分かった。

　　⑤レジリエンスと，幸福度および生活環境の変化の関連についての分析
　　ⅰ）尺度の基礎統計量の算出と信頼性分析
　大学生版レジリエンス尺度（竹田・山本，2013）の下位尺度について本研究で使用した因子
負荷量上位4項目計16項目からなる各因子の記述統計量と信頼性係数を算出した。「思考・感情・
行動の整理」（M 3.78 SD=.67 α =.63），「思考・感情の切り替え」（M 3.11 SD=1.10 α =.87），「ソー
シャル・サポートの希求」（M 3.22 SD=1.18 α =.91），「行動の切り替え」（M 3.71 SD=.95 α =.87）
であり，いずれの下位尺度も信頼性があると判断した。

　　ⅱ）レジリエンスと主観的幸福度との関連
　項目を抜粋し使用した大学生版レジリエンス尺度の下位尺度について，「現在の幸福度」と
の間の相関係数を算出した（表 4-1）。「思考・感情の切り替え」との間に中程度の正の相関（r=.43，
p<.01），「行動の切り替え」との間に弱い正の相関（r=.28，p<.01）がみられた。思考や感情
を切り替えるほど，また行動を切り替えるほど，「現在の幸福度」が高いことが分かった。

表 3-2．Big Five 短縮版の各因子と「幸福度の変化」の間の相関係数

表 3-3．Big Five 短縮版の各因子と「生活環境の変化」の間の相関係数

表 4-1．大学生版レジリエンス尺度の各因子と「現在の幸福度」の間の相関係数
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　続いて，大学生版レジリエンス尺度の各変数について，時系列で捉えた「幸福度の変化」と
の間の相関係数を算出した（表 4-2）。「思考・感情・行動の整理」因子と「幸福度の変化」と
の間に弱い正の相関（r=.22，p<.05）がみられ，思考・感情や行動の整理ができるほど，「今
の方が幸せに思う」と感じることが分かった。

　　ⅲ）レジリエンスと「生活環境の変化」との関連
　大学生版レジリエンス尺度の下位尺度について，「生活環境の変化」のうち「幸福度の変化」
以外の変数との間の相関係数を算出した（表 4-3）。レジリエンス尺度のうち「思考・感情・行
動の整理」（r=.22，p<.05）および「行動の切り替え」（r=.24，p<.05）について，「勉強の効率
の変化」との間に弱い正の相関がみられ，思考・感情や行動を整理できるほど，また，行動の
切り替えができるほど，勉強の効率が良くなったことが分かった。

Ⅱ．調査 2

　コロナ禍が長期化していることで感じること，今後の生活や生き方への展望について自由記
述で尋ねた。

₁. 方法
　（1） 調査対象者：椙山女学園大学人間関係学部心理学科に在籍する 3，4 年生 41 名 
　（2） 調査時期：2021 年 10 月（時期は緊急事態宣言が 2021 年 9 月 30 日に終了し，全学的に

対面授業に切り替わった直後であった）
　（3） 調査手順：講義内で授業として調査面接法の技法と留意点を概説した。その後，発話を

最低限にとどめ，対面の面接に代替して Google Forms への自由記述を求めた。
　（4） 調査内容：以下の問いに自由記述を求めた。①コロナ禍が長期化していることで，今ど

んなことを感じていますか。②コロナ禍が長期化していることで，これからのあなたの生
活や生き方について，感じていることはありますか。

　（5） 倫理的配慮：調査内容・目的を説明し，講義の一環として回答を必須とするが個人情報
は秘匿されること，当該授業（心理的アセスメント）および研究以外の目的で使用される
ことはないことを伝え，同意の得られた回答のみを分析に用いた。

表 4-2．大学生版レジリエンス尺度の各因子と「幸福度の変化」の間の相関係数

表 4-3．大学生版レジリエンス尺度の各因子と「生活環境の変化」の間の相関係数
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₂．結果および考察
　（1） 「コロナ禍の長期化で感じること」「これからの生活や生き方について感じること」
　KJ 法を用いて，自由記述データの構造化を行った（川喜多，1986）。「コロナ禍が長期化し
たことで，今どんなことを感じていますか」の問いに対して得られた自由記述を類似する内容
別にカテゴリーに分類し，命名した（表 5-1）。次に，「コロナ禍が長期化していることで，こ

表 5-1．KJ 法による「コロナ禍の長期化で感じていること」に関する自由記述の分類結果表
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れからのあなたの生活や生き方について，感じていることはありますか」の問いに対して得ら
れた自由記述を類似する内容別にカテゴリーに分類し，命名した（表 5-2）。

表 5-2．KJ 法による「コロナ禍の長期化でこれからの生活や生き方で感じていること」に関
する自由記述の分類結果



─ 10 ─

安　立　奈　歩

　（2） 自由記述の分類結果より得られたカテゴリーの図式化
　KJ 法を用いた 2 つの分類結果から得られたカテゴリーについての構造化を行い図式化した。
表 5-1,5-2 で重複するカテゴリーに，「これからの生活や生き方で感じること」で新たに得られ
たカテゴリーを加え，カテゴリー間の関連を踏まえて構造化したのが図 1 である。

Ⅲ．要約

　調査 1 より分かったことは次の通りである。（1）幸福度が高いほど今の方が幸せと感じ，趣
味に充てる時間が増えた。（2）今の方が幸せと感じるほど趣味に充てる時間が増え，勉強の効
率が上がり，授業以外で人と接触する機会が増えた。（3）外出への抵抗感は 2020 年より 2021
年で低下し，発話がない映画館では大きく下がり，逆に密室で発話するカラオケは低下が緩や
かであった。（4）性格特性に関しては，「開放性」と「幸福度の変化」との相関は見られるが

「現在の幸福感」との相関が認められないこと，「情緒不安定性」と「現在の幸福度」との相関
は見られるが「幸福度の変化」との相関が認められないことから，開放的な性格特性それ自体
が幸福度を高める訳ではないがコロナ禍では生きやすいこと，情緒不安定な性格特性が高いほ
ど幸福度を低める傾向にあるがコロナ禍で幸福度が低下する訳ではないことが推察された。ま
た，外向的あるいは開放的なほど，授業以外で人と接触する機会が増え，逆に誠実なほどその
機会が減った。（5）レジリエンスに関しては，思考や感情の切り替えや行動の切り替えが良好
なほど幸福度が高く，また勉強の効率もよくなっており，思考・感情・行動の整理が良好なほ
ど，今の方が幸せに感じていた。
　調査 2 の結果から，「長引くコロナ禍への感情・態度」を諸々経験する中で「日常の喪失体
験」や時として「意欲の喪失・疲れ」が生じていること，今後もある程度続くことが想定され

「見通しの持てなさ」はあるが「時間経過に伴う順応」をしていること，「収束への期待」と「あ

図 1. コロナ禍の長期化で「今感じていること」「これからの生活や生き方で感じていること」
に関する自由記述の分類結果から得られたカテゴリーの図式化
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きらめ」を揺れ動きつつも同時に「気持ちの切り替え」や「ポジティブな捉え方・態度」を持
ちコロナ禍以降に見えた良さを発見する視点も持っていることがわかった。
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